　　履　　歴　　書（見本）

２００６年〇〇月〇〇日現在

	ふりがな
氏　　　名
	　らく　　のう　た　　ろう

酪　農　太　郎　　　印
	男・女

○印


	　写　　　真

	
	昭和〇〇年〇〇月〇〇日生
	
	

	現　住　所
	〒069－8501　北海道江別市文京台緑町５８２

電話（011）386－1111　　Ｅメール
	

	現　　　職
	　酪農興業株式会社　食品開発部　取締役部長
	

	学　　　歴


	入学年月
卒業年月
	学校名（大学卒以上の場合は、高等学校卒より記入のこと）

（大学は学部・学科、大学院は研究科・専攻まで記入して下さい）

	
	昭和〇〇
	〇〇
	酪農学園　とわの森三愛高等学科校普通科卒業

	
	昭和〇〇
	〇〇
	酪農学園大学酪農学部食品流通学科入学

	
	昭和〇〇
	〇〇
	酪農学園大学酪農学部食品流通学科卒業

	
	昭和〇〇
	〇〇
	酪農学園大学大学院酪農学研究科ﾌｰﾄﾞｼｽﾃﾑ専攻入学

	
	昭和〇〇
	〇〇
	酪農学園大学大学院酪農学研究科ﾌｰﾄﾞｼｽﾃﾑ専攻修了

	
	昭和〇〇
	〇〇
	酪農学園大学大学院酪農学研究科食生産利用学専攻入学

	
	昭和〇〇
	〇〇
	酪農学園大学大学院酪農学研究科食生産利用学専攻修了

	学　　　位
	年　　月
	学士称号・学位称号（種別・取得大学名）

	
	昭和〇〇
	〇〇
	酪農学園大学　農学士　　（№　　　　　　）

	
	昭和〇〇


	〇〇
	酪農学園大学　農学修士　（№　　　　　　）

学位論文テーマ名（〇〇〇に関する研究）

	
	昭和〇〇
	〇〇
	酪農学園大学　農学博士　（№　　　　　　）

学位論文テーマ名（〇〇〇に関する研究）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	免　　　許

資　　　格
	年　　月
	種類、免許取得年月、免許登録番号を明記のこと）

	
	昭和〇〇
	〇〇
	教員免許［中学校（社会科１級）

・高等学校（公民・商業科２級）］

	
	昭和〇〇
	〇〇
	統計官・統計主事資格証（行政管理庁№　　　）

	
	昭和〇〇
	〇〇
	技術士（生物工学部門№　　　）

	
	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


２００６年〇〇月〇〇日現在

	職　　　歴

研　究　歴

教　育　歴
	就任月年
退任年月
	記　事（役職名ならびに職務内容も具体的に記入すること）

	
	昭和〇〇
	〇〇
	酪農興業株式会社　入社

	
	
	
	営業部　営業課　課員　　　　　　　（昭和〇〇年〇〇月まで）

	
	昭和〇〇
	〇〇
	　　〃　　企画開発課　係長　　　　　（昭和〇〇年〇〇月まで）

	
	昭和〇〇
	〇〇
	食品開発部　食品研究所　研究員　（昭和〇〇年〇〇月まで）

	
	昭和〇〇
	〇〇
	　　　　〃　　　　〃　　　主査研究員（昭和〇〇年〇〇月まで）

	
	昭和〇〇
	〇〇
	　　　　〃　　　　〃　　　主任研究員（昭和〇〇年〇〇月まで）

	
	平成〇〇
	〇〇
	　　　　〃　　　〃　部長　主管研究員（平成〇〇年〇〇月まで）

	
	昭和〇〇
	〇〇
	　　　　〃　　　〃　所長　主監研究員（平成〇〇年〇〇月まで）

	
	平成〇〇
	〇〇
	　　　　〃　　取締役部長　　　　　　　　　　（現在に至る）

	
	昭和○○
	○○
	〇〇県立大学　非常勤講師（食料経済学担当）　（現在に至る）

	
	平成○○
	○○
	〇〇畜産大学　非常勤講師（協同組合論担当）　（現在に至る）

	
	
	
	以　上

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


２００６年〇〇月〇〇日現在

	所属学会
学会役員
及　び

社会におけ

る活動等

	年
	月
	（所属学会名および役職等就任歴）

	
	昭和〇〇
	〇〇
	日本応用生物学会　会　員

	
	
	
	　（昭和〇〇年〇〇月～昭和〇〇年〇〇月まで　理事）

	
	昭和〇〇
	〇〇
	日本経営情報学会　会　員

	
	昭和〇〇
	〇〇
	〇　〇　〇　学会　会　員

	
	昭和〇〇
	〇〇
	〇　〇　〇　学会　会　員

	
	
	
	（昭和〇〇年〇〇月～昭和〇〇年〇〇月まで　監査）

	
	年
	月　
	（公的外部委員・調査等の委員就任歴）

	
	昭和〇〇
	〇〇
	農林水産省生産局（生乳の計画生産及び自家消費の現地調査委員）

	
	昭和〇〇
	〇〇
	農林水産省生産局（養鶏経営におけるｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝの実態調査委員）

	
	平成〇〇
	〇〇
	日本貿易振興会（ﾊﾟﾘ見本市における日本産品の現地調査委員）

	
	平成〇〇
	〇〇
	〇〇県農林部（ｱﾒﾘｶにおける腸管結束の状況及び食肉ｾﾝﾀｰ調査委員）

	
	年
	月　
	（海外出張・留学歴）

	
	昭和〇〇
	〇〇
	国際協力事業団　ｳﾙｶﾞｲ共和国・ｱｽﾆｼｵﾝ市場の整備統計指導

	
	昭和〇〇
	〇〇
	農林水産省・日本貿易振興会　パリ・国際食品見本市市場調査

	
	昭和〇〇
	〇〇
	北海道農政部　ｱﾒﾘｶにおける腸管結束の状況等調査

	
	年
	月　
	（講習会等講師の就任歴）

	
	昭和〇〇
	〇〇
	国民生活センター　消費生活養成講座　牛乳流通の現状と問題点

	
	昭和〇〇
	〇〇
	〇〇県農林水産部　フライト農業の現状と今後の対応

	
	平成〇〇
	〇〇
	(社)東京都栄養士会　イノベーションの進展と食生活の変化

	
	平成〇〇
	〇〇
	福島県農協５連　ＥＣ農業と農産物の未来

	
	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


２００６年〇〇月〇〇日現在

	賞　　　罰

（特許・商標など特記すべき事柄）
	年
	月
	

	
	昭和〇〇
	〇〇
	〇　〇　〇　学会において、〇〇奨励賞受賞

（〇〇の分野において）

	
	昭和〇〇
	〇〇
	酪農興業株式会社在職時において、新商品開発で社長賞受賞（〇〇の開発において）

	
	平成〇〇
	〇〇
	〇〇の開発について、特許取得（特許庁№〇〇〇〇号）　

	　主　た　る

究分野
	〇〇〇〇、〇〇〇〇、〇〇〇〇

	著　書

翻　訳

論　文


	　主要著書
	著　書　名（単著・共著記載）
	出版年月
	出　版　社

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	　主要

論文


	論　　　　　文　　　　　名
	掲載年月
	掲　載　誌

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	（合　計）  著   　　書：　〇　〇　編

翻　   　訳：　〇　〇　編
学 術 論 文：　〇　〇　編　

雑 誌 論 文：　〇　〇　編　

（別紙掲載雑誌別論文数調査用紙の通り）

	　　上記のとおり相違ありません。

２００６年４月〇〇日　

氏　名　　　　　酪　農　太　郎　　　印




